NEC 




NEC Express ヴーバ 
Express 已 800 シリーズ 

N8100-960/987/987Y 

Express 5800 /IIH ® 眉同 。 H 绩 

ユーザー ズガイド 

2003年 7月巧版 
2004年 7月第3版 


ONL-3 1 08cN- 1 10GR1 a-000-00-0407 


商標について 

EXPRESS 巨 UILDER と ESMPR 日、 ExpressPicnic は日本電気株式会社の登録商標です。 Microsoft. Windows, Windows Server、 
Windows NT, MS-D 日 S は朱国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 Intel、Pentium は 
米国 Intel Corporation の登録商標です。 AT は米国 International Business Machines Corporation の米国およびその他の国における豊 
録商標です。 Datalight は Datalight, Inc. の登録商標です。 ROM-D 日 S は Datalight, Inc. の登録商標です。 Adap ぉ c とその□ゴは米国 
Adaptec, Inc. の登録商標です。 SCSISete なは米国 Adaptec, Inc. の商標です。 Adobe、Adobe □ゴ、 Acrobat は、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズな)の登録商標または商標です。 Linux は Linus Torvalds の朱国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

その他、記載の会社をおよび商品をは各社の商標または登録商標です。 

Windows Server 2003は Microsoft® Windows Server™ 2003 Standard Edition operating system および Microsoft® Windows 
Server™ 2003 Enterprise Edition operating system の略です。 Windows 2000は (Vlicrosof 颇 Windows® 200日 Server operating 
system および Microsof 颇 Windows ⑥ 2000 Advanced Server operating system、Microsoft® Windows ⑥2000 Professional 
operating system の略称でず。 Windows XP は Microsoft ⑥ Windows® XP Home Edition operating system および Microsoft 
Windows XP F^rofessional operating system の略です。 Windows NT は Microsoft® Windows NT ⑥ Server network operating 
system version 3.51 /4 .日および Microsoft® Windows NT® Workstation operating system version 3.51 /4.0 の略称です。 Windows 
Me は Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system の略称です。 Windows 98 は Microsoft® \A/indows®98 operating 
system の略称です。 Windows 95 は Microsoft® Windows®95 operating system の略称でず。 

サンプルアプリケーションで巧巧しているを称は、すべて架空のものです。実在する品を、団体を、個人をとは一切閱係ありません。 


ごま意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

に）本書の内容に関しては将来モ告なしに変更することがあります。 

(3) 弊社の許可なく權製-改変などを巧うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作ぶいたしましたが、万一ご不審な点や誤 y、 記載もれなどお気づきのことがありましたら、 
お買い求めの販売店にご連絡ください。 

(己）運用した結果の影響については (4) 項にかかわ6ず責任を負いかねますのでご了承ください。 


◎ NEC Corporation 2003, 2004 


このユーザーズガイドは、が要なときすぐに参照できるよラ、お手元に置い 
ておくようにしてください。 r 使用上のごを意」を必ずお読みください。 


A 使用上のご注意 


-化ずお読み<ださぃ- 


本製品を安全に正しくご使用になるためじあ要な情報が記載されています。 


安をにかかわる表巧について 


本製品を安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくだ 
さい。 

このユーザーズガイドには装置のどこが危険か、どのような危険に遭うか、どうずれば危険 
を避けられるかなどについて説 S 月されています。また、装置内で危険が想走される箇所また 
はその付おじは警告ラベルが貼り付け6れています(本体に印刷されている場合もありま 
す)。 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程をを表ず言葉として、 r 警告」と r 注意」 
といラ用語を使用していまず。それぞれの用語は次のような意巧を持つものとしてを義され 
ています。 

人が死亡する、または重傷を負5おそれびあることを示しまず。 


义傷やけがなどを負ラおそれや物の損害を負5おそれびあることを示しま 
ず。 



八ミ主意 


危険に対するを意' 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意巧を持つものとして定義されていまず。 


A 

ミち意の喚起 

この記号は，危検が発生するおそれがあるこ 
とを表します。記号の中の絵表示は危おの内 
容を図案化したちのでず。 

(側八 

(感電ミ主意） 

Q 

行為の禁止 

この記号は巧為の禁止を表しまず。記号の中 

(側 


やおくの給表示は、してはならない巧為の内 

W 


容を國案化したちのです。 

(分解禁止） 


行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号の中 

(例） ♦ 



の絵表示は、しなければな6ないち為の内容 

运 

• 


を國案化したものでず。危険を避けるためじ 

(プラグをあけ） 



はこの行為が必要です。 



(ユーザーズガイドでの表示例） 


r 育険に対するを意の内容 


を険の程度を表す用語 


A ミち意 




指定 W がのコンセントに差し込まない 

指定された電圧で、指定のコンセントをお使いくだきい。指を以外の電源を使う 
と义楽や漏電の原因となります。 


使用上のごま意 
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本書、および警告ラベルで使用する記号とその内容 


を意の喚起 


A 

感電のおそれがあることを示しま 
ず。 


けがをずるおそれがあることを示 
しまず。 


発煙または発乂のおそれがあるこ 
とを示しまず。 

A 

特定しない一般的なミ主意-警告を 
でしボず。 

瓜 

指をはさまれてけびをずるおそれ 
があることを示しまず。 



巧為の禁止 



本装置を分解-修理*改造しない 
でください。感電や火災のおそれ 
がありまず。 

戀 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にめ5ずと感電 
や発义のおそれがありまず。 


义気に近づけないでください。発 
义ずるおそれがありまず。 

(§) 

めれた手で觸5ないでください。 
感電ずるおそれがありまず。 

(§) 

指定された場所には触6ないでく 
だをい。感電や火傷などの傷害の 
おそれがありまず。 

0 

特定しない一般的な禁止を示しま 
ず。 


巧為の菌制 


€ 

本装置の電源プラグをコンセント 

〇 

特定しない一般的な使用者の巧為 

か6巧いてください。义災や感電 

を指示しまず。説明に従った操作 

のおそれびありまず。 

をして < ださい。 
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まを上のご注意 


本装置を安全にお使いいただくために、ここで説 B 月ずるを意事項をよく読んでご理絕し、巧 
全にご活用ください。記号の説明については iii ページの『安全にかかわる表示について』の説 
巧を参照してください。 


全般的なま意事項 








0 


A I 




人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備节機器など、 
人命に関わる設備节機器および高度な信頼性を必要とずる設備作機器などへの組 
み込みザ>これ6の機器の制御などを目的とした使用は意圏されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても製社はいかなる責任も負いかねまず。 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、 異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF じして電源プラ 
グをコンセントからあいてください。その後、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社じご速絡ください。そのまま使用すると义楽の原因となりまず。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライプ、 CD - ROM ドライブのずきまから金属片作 
針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険がありまず。 

規格 ly がのラックで使用しない 

本装置は曰 A 規格に適合した19型(インチ）ラックにも取りがけて使用できまず。 
EIA 規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が 
正常に動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがありま 
す。本装置で使用できるラックじついては保守 サービス 会社にお問い合わせくだ 
さい。 

指定むがの場所で使用しない 

本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくだ 
さし''。 

本装置やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼずばかりで 
なく、义災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがありまず。設置場所に 
関ずる詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書または保守サービ 
ス会社にお問い含わせください。 


使用上のごま意 


V 














A ミち意 

A \ 1 

1 海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置でず。海外では使用できません。この装置を海外 

1で使用すると义災や感電の原因となりまず。 

装置內に水や異物を入れない 

装置内に水などの液体、ピン节クリップなどの異物を入れないで<ださい。义災 
节感電、故障の原因となります。もし人ってしまったときは、ずぐ電源を OFF じ 
して、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または 
保守サービス尝せにご連絡ください。 

A A 
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ラックの設置-取り扱いに関する注意事項 


A ま意 






1 人で搬送•設置をしない 

ラックの搬送-設置は2人 J ： i 上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック （44 U ラックなど)はスクビライザ 
などによって固定されていないときは不安をな状態じあります。かならず2人 J：i 
上でラックを支えなが6搬送-設置をしてください。 

荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

ラック、および取り付けたデバイスの重量が…点じ集中しないようスタビライザ 
を取りがけるか、複数台のラックを速結して荷重を分散してください。ラックが 
倒れてけがをずるおそれがありまず。 

1人で部品の取り付けをしない 

ラック用のドアやトレーなどの部おは2人 W 上で取りがけてください。部品を落 
として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあります。 

ラックが不を定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

ラックから装置を引き化す際は、必ずラックを安をさせた状態（スタビライザの 
設置や耐震工事など)で引き化してください。 

複数台のデパイスをラックか5引き出した状態にしない 

複数台のデノ\イスをラックか6引き化ずとラックが倒れるおそれがあります。装 
置は一度に1台ずつ引き化してください。 

定格電源を超える配線をしない 

作けどや义災、装置の損傷を防止ずるためにラックに電源を供給する電源分岐回 
路の定格負荷を超えないようじしてください。電気設備の設置节配線に関して 
は、電源工事を行った業者节管轄の電力会社にお問い含わせください。 


使用上のごま意 
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電源-電源コードに関ずるを意事項 



，ホム巧 



®A 

0A 

1めれた手で電源プラグを持たない 

俯れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電ずるおぞれがありま 

1す。 

1アース線をガス管につながない 

アース織は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因(こなりまず。 


A ミち意 


AA 


指定 W 列のコンセントに差し込まない 

指定された電圧で、指定のコンセントをお使いください。指を W 外で使うと乂災 
节漏電の原因となりまず。 

また、延長コードが必要となるような攝所には設置しないでください。本装置の 
電源仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して义災の原因とな 
ります。 




I たこ足配線にしない 

コンセントにを格と_1上の電流が流れることによって、過熱して义楽の原因となる 
おそれがあ y ます。 


^\A\ 


中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中遠半端に差し込むと接 
触不良のため発熱し、义災の原因となることがありまず。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 


指定 W がの電源コードを使わない 


本装置に添付されている電源コード W 外のコードを使わないでください。電源 
コードじを格 W 上の電流が流れると、义烫の原因となるおそれがありまず。 


^\A\ 


また、電源コードの破損による感電や义災を防止するために次のま意をお守りく 
ださい。 


電源コードをはさまない。 

電源コードに薬品類をかけない。 

電源コードの上にものを載せない。 

電源コードを改造-化工-修復しない。 


コード部分を引っ張6ない。 

電源コードを折り曲げない。 

電源コードをねじらない。 

電源コードを踏まない。 

電源コードを束ねたまま使わない。 

電源コードをステープラなどで固をしない。 

損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはずく‘同じ規格の電源 
コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保 
守サービス会社にご連絡ください。） 


^\ A \ 


添付の電源コードを他の装置や巧遠に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その 
安全性が確認されているものです。決して化の装置や用途に使用しないでくださ 
い。义楽节感電の原因となることがありまず。 


VIII 
























設置-装置の移動-保管-接続に関ずるを意事項 


zh ま意 


、 / h\ 




0A 






AA 


瓜 


指定むがの場所に設置しない 

本装置を次に示すような場所や本書で指をしている塌所と^(外に置かないでくださ 
し''。义雖の原因となるおそれがありまず。 

• ほこりの多い場戸斤。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安をな攝所。 

落下ま意 

本装置をラックに取り付けるまたは取り外す觀ま、底面をしっかり持ってくださ 
し、ラック取り付けブラケットには、落下■脱落防止（ストッパ/□、ソク）機構が 
ないため装置をラックか6すべて引き化ずと、装置がラックから外れて落下して 
けがをするおそれがあります。 

装置を引を出した状態にしない 

装置を引き化した状態のまま作業をしないでください。ラック取り付けブラケッ 
卜じは落下-脱落防止(ストッパ/□、ソク)機構がないため作業中に装置が脱落して 
けがをするおそれがあります。 

カバーをがしたまま取り付けない 

本装置のカパー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置内 
部のを却効果をほ下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って义 
楽や感電の原因となることがあります。 

指を巧まない 

ラックへの取り付け-取り外しの際にレールなどで指を挟んピリ、切ったりしな 
いよう十分ミ主意してください。 

プラグを差し&んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り列しをしない 

インタフェースケーブルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントから抜い 
て巧ってください。たとえ電源を OFF にしても電源コードを接続したままケーブル 
节コネククじ触ると感電したり、ショートによる义楽をおこしたりずることがあり 
ます。 

指定 1 U 列のインタフ王ースケープルを使用しない 

インタフェースケーブルは、 NEC が指定ずるものを使用し、接続する装置节コネク 
夕を確認した上で接続してください。指を W 外のケーブルを使用したり、接続先を 
誤ったりすると、ショートじより义災を起こずことがありまず。 

また、インタフェースケーブルの取リキ及いや接続(こついてみの注意をお守りくださ 
し''。 

• 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケープルを踏まない。 

• ケープルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使巧しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 


使用上のごま意 
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お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関するま意事項 



A 爪 


自分で分解*修理-改造はしない 

本書(こ記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理-改造を巧ったりし 
ないでください。装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や义楽の危險 
があります。 


リチウムバッテリを取り外さない 


咳 ) A 


本装置内部にはリチウムバッテリが取りがけ6れています。リチウムバッテリを 
取り外さないでください。リチウムバッテリは义をおづけたり、水(こ覆けたりす 
ると爆発ずるおそれがありまず。 

また、リチウムパ、ソテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分 
で分解-交換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社 
じ連絡してください。 


プラグを差し込んだまま取り巧わない 


を 

^\A\ 


お手入れザ> 本装置内蔵用オプションの取り付け/取り外し、装置内ケーブルの取 
り付け/取り外しは、本装置の電源を OFF じして、電源プラグをコンセントから 
抜いて行ってください。たとえ電源を OFF じしても、電源コードを接続したまま 
装置内の部品に触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた巧でほこりやゴミをよくふき取って 
ください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、义がの原因とな 
るおそれがあります。 


A ミち意 


(DA 


本装置の電源を OFF じした直後は、内蔵型の八ードディスクなどをはじめ装置内 
の部品が高温になっています。十分に冷めたことを磕認してから取り付け/取り 
外しを巧ってください。 


中途半端に取り付けない 




電源ケーブル节インタフェースケーブル、ボードは磕実に取り付けてください。 
中途半端じ取り付けると接触不良を起こし、発煙节発义の原因となるおそれがあ 
ります。 


コネクタカバーを取り付けずに使用しない 


^\ A \ 


内蔵デバイスと接続していない電源ケーブルのコネクタにはコネクタカバーが取 
り付けられていまず。使用しないコネク女にはコネクタカバーを取り付けてくだ 
さい。コネクタカパーを取り付けずに使用すると、コネク女が内部の部品に接触 
して义烫作感電の原因となりまず。 


X 






















運用中の注意事項 


A ま意 


A\ 


aa| 

A| 

叫 


雷がなった 5 触 5 ない 

雷が発をしそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源 
プラグを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れないで 
ください。义楽作感電の原因となりまず。 

ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないでください。排泄物や体毛が装置内部 
じ入って义災节感電の原因となりまず。 

CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こずおそれがあります。ま 
た、トレーにふ’つかりけがをするおそれがありまず。 

近くで携帯電話や PHS 、 ポケットベルを使わない 

本装置のそばでは携帯電話ザ >PHS、 ポケットベルの電源を OFF じしておいてくだ 
さい。電液じよる誤動作の原因となります。 

動作中に装置をラックか5引き出さない 

本装置が動作しているときじラックから引き化したり、ラックから取り外したり 
しないでください。装置が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックから外れ 
てけがをずるおそれがあります。 


使用上のごま意 
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警告ラベルにごいて 


本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが表示されています(警告ラベルは 
本体に印刷されているか、貼り付け6れている場合がありまず)。これは本体を取りあう際、 
考え6れる危険性を常にお客様に意識していただくためのものでず（ラベルをはがしたり、 
塗りつぶしたり、汚したりしないでください）。もしこのラベルが貼り付け6れていない、 
はがれかかっている、ミちれている、本体に印刷されていないなどしているときは販売店にご 
連絡ください。 



XII 




























取り扱い上のご注意 -装置を正しく動作させるために- 


本装置を正しく動作させるために次に示すを意事項をお守りください。これ6のを意を無視 
した取りあいをずると本装置の誤動作や故障の原因となりまず。 

• 本装置専用の保守用パーティションのページ参照)が 0 S か6見える場合がありますが、 
この保守用パーティションを削除しないで < ださい。 

• 周辺機器へのケーブルの接続/取りかしは本体の電源が OFF になっていることを磕認し、 
電源コードをコンセントからかした後に行ってください。 

• 電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本体のアクセスランプが消なしている 
のを確認してか6巧ってください。 

• 本体の電源を一度 OFF にした後、再び ON じするときは10秒上経過してからにして<だ 
さい。 

• 本体を移動ずる前に電源を 0 FF 1 こして、電源プラグをコンセントか6抜いてください。 

• 定期的に本体を清掃してください(清掃は199ページで説明しています)。走期的な清掃 
はさまざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

• 落雷等が原因で瞬圍的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勤めします。 

• CD 規格に準拠しないロピーガードがき CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねまず。 

• PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを抜くときは、コネ 
クタのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメ 
を押して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他の 
ポートを巧損しないよう十分にを意してください。 

• 次のを件に当てはまる場合は> 運用の前にシステム時計の確認•調整をしてください。 

一装置の輸ぷ後 

一装置の保管後 

一装置の動作を保証ずる環境を件(温度：10で〜35で-湿度： 2096〜80%)からかれた 
を件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求す 
るようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して運用す 
ることをお勃めします。 

システム時計を調整しても時闇の経過と共にきしい遅れや進みが生じる場合は、お買い 
求めの目反売店、または保守サービス会社に保守を依頼して<ださい。 

• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正し<動作させるためじ电室温を保てる場所に保 
管ずることをお勧めしまず。 

装置を保管する場合は、保管環境条件(温度：-10で〜55で、湿度： 20%〜809 6) を守っ 
て保管してください（ただし、結露しないこと）。 
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• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープカー 
トリ ッジ)などは、寒い場所か6暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使 
用ずると誤作動や故障の原因となりまず。保管した大切なデータや資産をずるためじ 
も、使用環境に十分になじませてか6お使いください。 

参考：冬季(室温と10度 t (上の気温差)じ結露防止に有》力な時園 

ーディスク装置：約2〜3時園 

-メディア ：が)1日 

• オプションは本体に取り付け6れるものであること、また接続できるものであることを 
お認して<ださい。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が巧障ずることがあります。 

• オプションは NEC の純正品をおないになることをお勤めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクには本装置に対応したものもありまずが、これ6の製品が原因となって起き 
た故障や®損じついては保証期闇中でわ有償修理となります。 

イ呆巧サービスについて 

「ヒント I 本装置の保再に関して專門的な知識を持つイ呆を員によるを期的な診断-保再サービスを 
用意しています。 

本装置をいつまでもよいが態でお使いになるためにも、イ呆守サービス会社とを期保を 
サービスを契約されることをお勧めします。 
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健康を損なわないためのアドバイス 




キーボードの角度を調節する 

オプションのキーボード[こは、角度を変えることができるよう設計きれている 
ものもありまず。人力しやすいように丰ーボードの角度を変えることは、肩や 
腕、指への負担を軽減ずるのじたいへん有効です。 


機器の清掃をずる 





コンピュータ機器を長時間連続して使用ずると、身体の各部に異常が起こることがあります。コンピュータを 
使用ずるときは、主に次の点にま意して身体に負担がかからないようム掛けましょう。 

よい作業姿勢で 

コンピュークを使巧ずるときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅すじずわ 
り、キーボードを両手と床がほぼ平行になるような高さに置き、視織が目の高 
さよりもや节下向きに画面に注がれているという姿勢です。『よい作業姿勢』と 
はこの基本的な姿勢をとったとき、身体のどの部分にも余分な力が入っていな 
し'*、つまり緊張している筋肉がもっとも少ない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえは’背中を丸めたかっこうやディスプレイ装置の画面に 
顔をおづけたままの状態で作業を巧うと、疲労の原因や視力ほ下の原因となる 
ことがあります。 

ディスプレイの角度を調節ずる 

ディスプレイの多くは上下、左ちの角度調節ができるよう(こなっていまず。ま 
ぶしい光が画面に巧り化むのを防いピリ、表示内容を見やずくしたりするため 
にディスプレイの角度を調節することは、たいへん重要でず。角度調節をせず 
に見づ6い角度のまま作業を行うと『よい作業姿勢』を保てな < なりすぐに疲労 
してしまいます。ご使巧の前にディスプレイを見やずいよう角度を調整してく 
ださい。 

画面の明るさ-コントラストを調節ずる 

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）-コントラストを調節できる磯能を持っ 
ています。年令や個人差、まわりの明るさなどによって、画面の最適なブライ 
トネス-コントラストは異なりまずので、状況に応じて画面を見やずいように 
調節してください。画面が明るすぎたり、超ずぎたりずると目に悪影響をもた 
6します。 





磯器をきれいに保つことは、美観の面からだけでなく、機能やま全上の観点からも大切でず。特にディスプレ 
イの画面は、ほこりなどでミちれると、表示内容が見じくくなりまずので定期的(こ清掃ずる必要があります。 

疲れた5休む 

疲れを感じたら手を休め、軽い体操をするなど、気分転換をはかることをお勧 
めします。 
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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーブ製品をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 
本製品は、 Intel ® 社製の最ま斤プ□セ、ソサ 「 Intel ® Pentium ® 4 Processor 」 を搭載した高性能サーバです。 
NEC の最おテクノ□ジーとアーキテクチャにより従来のサーバでは実現できなかった八イパワー、ハイス 
ピードが実現しまず。 

r 高信頼性」はわちろんのこと、「化張性」を考慮して設計され、ネットワークサーバとして幅広くご利用い 
ただけることでしょう。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり，製品の取り 
扱いを十分にご理解ください。 


本書について 

本書は、本製品を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セットアップを行う 
ときや日常使用する上で、わか5ないことや具合の悪いことが起きたときは、取りあい上の巧を性を含め 
てご利用ください。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見6れるようにしてください。 

本書は、 Windows や Windows XP などのオペレーテイングシステムやキーボード、マウスといった一般 
のな入出力装置などの昼本のな取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象として記載されてい 
まず。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ 
らの記号と意巧をご理解になり、装置を正し<ぉ取り扱いください。 


irO 

装置の取り扱いや、ソフトウエアの操作で守らなければならない事柄皆特にを意をずべ 
き点を示します。 


装置やソフトウエアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

IW1 

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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本書の構巧にごいて 


本書は4つの編から構成されています。それぞれの編では次のような説 B 月が記載されていま 

す。なお、巻ホには索引があります。あ要に応じてごま用ください。 

VI -0 「使巧上のごを意 J をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書のま頭に記載されている r 使巧上のごを意 J をお読みくだ 
さい。「使用上のご注意」では、本製品をま全に、正しくお使いになるために大切なま意事 
項び記載されていまず。 

第1編導入編 . 本装置を導人するにあたり巧っておいていただきたい情報とお 

使いにな6れるまでのセットアップの手順について説明してい 
ます。ここで説明する内容や手順を守って正しく本装置をお使 
いになるシステム環境へ導入してください。 

第2編ドウエア編 ..... 本装置の八ードウエアに関する説 B 月をしています。各部のを称 

やその機能> 設置にふさわしい場所に関する説巧、ラックへの 
搭載手順やオプシヨンの取り付け手順につし^て巧りたいときに 
参照して < ださい。 

第3編ソフトウエア編 ..... 本体に添付のソフトウエアじついてその機能や使用方法につい 

て説明しています。ここで説巧する内容に従って正しくお使い 
ください。 

第4編運用-巧守編 . 本装置を運用ずる上で巧っておいていただきたい情報が記載さ 

れています。また、「古が章かな？」と思ったときは、本装置の故 
障を疑う前に参照してください。 


本書の購入について 


印刷されたユーザーズガイドが必要な場合はお買い求めの販売店に次の型をで申し化んで 
ください。 

型名: UL 9020 -00 E 

また、 CD-R0M1 こ収められているオンラインドキュメントの一部は、 Express 5800シリー 
ズのホームページからダウン□ー ドすることができます。 

http://nec8.CQnn/ 


はじめに/本書について 
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付属品の確認 

捆包箱の中には、本体じ(外にいろいろな付属品が入っていまず。添付の構成品チェックシートを参照して 
すべてがそろっていることを確認し、それぞれ点模してください。万一足りないものや損傷しているもの 
がある場合は、貞反売店に連絡して<ださい。 

VI -0 付属品について 

• 添付品はセットアップをずるとをやオプションの増設、装置が故障したときに必要とな 
りまずので大切に保管してください。 

• 添付品の 「 EXPRESSBUILDERJ は、紙封筒に包装されていまず。パッケージの構成に 
つきましては、紙封筒内にある 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 の構成品表を参照してくださ 
し、また 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM を紛失し、再購入を希望されるときは、販 
売店へご相談ください。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録カードは、所定事項をご記入の 
上、必ず投函してください。 

• フ□ッピーディスクが添付されている場合は、フ□ッピーディスクのバックアップを 
とつてください。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、バック 
アップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスク、または CD - ROM は使用方まを誤るとお客様のシステム環 
境を変更してしまうおそれがありまず。使用についてご不明な点がある場合は、無理な 
操作をせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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第云者への譲渡について 

本体または、本体に添付されているものを第兰をに譲ミ度（または売巧)するときは、次のを意を守ってくだ 
さぃ。 

• 本体について 

第兰者へ譲;度（または売が)ずる場合には、装置に添付されている説明書一まを一緒にお 
ミ度し < ださい。 

M-O A - ドディスク巧のデータについて 

譲渡ずる装置巧に搭載されている A - ドディスクにな巧されている大切なデータ(例え 
ば顧客情報やを業の経理情報など)び第云ちへ漏ミまずることのないよラにお客様の責任 
において確実に処分してください。 

Windows ①口‘ミ箱を空にずる J 操作やオペレーティングシステムの口才ーマツりコ 
マンドでは見た目はミ肖去されたよラに見えまずび、実際のデータは A - ドディスクに 書 
き込まれたままの状態にありまず。完全に消'去されていないデータは、特殊なソフト 
ウェアにより復元され、予期せめ巧途にお巧されるおそれびありまず。 

このよラなトラブルを回避ずるために巿販の消'モ用ソフトウェア(有償)またはヴービス 
(有償)を利巧し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めしまず。データの消ちにつ 
いての詳細は、お買いポめの販売店または保守ヴービス会社にお問い合わせください。 

なお、データの処分•をしないまま、譲;度(または売却）し、大切なデータび漏ミまされた場 
合、その責任は負いかねまず。 

• 添付のソフトウェアについて 

添付のソフトウ I アを第兰者に譲渡(売巧)する場合には、 W 下のを件を満たす必要があ 
ります。 

一添がされているすべてのちのを譲渡し、譲ミ度した側は一切の複製物を保持しないこと 
一をソフトウてアに添付されている『ソフトウてアのご使用条件 J の譲ミ度、移転に関す 
るを件を満たすこと 

一譲ミ度、移転が認め6れていないソフトウェアについては、インストールした装置か 
6削除した後、譲;度すること 


付属品の確認/第二 I ちへの譲渡について 
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消耗品-装置の廃棄について 

■ 本体および八ードディスク、フ□、ソピーディスク、 CD - ROM やオプションのボードなど 
の廃棄についてはを自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、を自治体へお問 
し''合わせくたさし''。 

■»〇 • 本体のマザーボード上にあるバッテリの廃棄(および交換)についてはお買いホめの 

販売店または保守ヴービス会社までお問い合わせください。 

• 八ードディスクやバックアップデータカートリッジ、フ□ッピーディスク、その他 
書き込み可能なメディアに D - R / CD - RW など）に保存されているデータは、第 H 者 
によって復元や再生、再利用されないよラお客様の責任において確実に処分してか 
6廃棄してください。個人のプライパシーや企業の機密情報を保護ずるために十分 
な配慮が必要でず。 

■ 本体の部品の中には、寿命 I こより交換が必要なものがありまず(冷却ファン、本体内蔵の 
バ、ソテリ、内蔵 CD - ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブなど)。装置を安定して 
穗働させるために、これらの部品を定期的に交換することをお勧めしまず。交換や寿命 
については、お買い求めの貞反売店、または保守サービス会社にご連絡<ださい。 



リチウムバッテリを取りがさない 

本装置内部にはリチウムパ、ソテリが取り付けられていまず。リチウムパ、ソテリを取 
り外さないでください。リチウムバッテリは义をおづけたり、水に浸けたりずると 
爆発するおそれがありまず。 

また、リチウムバッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で 
分解■交換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連 
絡してください。 
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-オンラインドキュメントについて- 

添付の 「EXPRESS 巨 UILDERJCD-ROM じは次のオンラインドキュメントが収め6れていまず。必要 
に応じて参照して < ださい。 

• ユーザーズガイド 

• Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インストレーシヨンサプリメントガイド* * 

• Microsoft Windows 2000 Server インストレーシヨンサプリメントガイド* 

• ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド 

• ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド 
• エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド 

• FastCheck ユーザーズガイド 

• M 机 A インストレーシヨンガイド 

• テープ監視ツールセットアップガイド 
• 19インチラックユーザーズガイド 

• Express Server Management Guide 

• 本装置専巧の保守用パーティションを作成せずに OS をインストールしたいときなど、特殊な場合に 
のみ参照してください。通常は 「EXPRESS 目 UILDER」 の「シームレスセットアップ」ツールを使った 
インストールをお勒めします。 
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